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一
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十
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立
つ
冬
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は
く
子

流
木
を
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ひ
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め
て
浜
焚
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小
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の
中
に
朱
雀
門

宏

虎

焼
芋
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新
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み
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な
か
に
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そ

は
く
子
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掃
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音
大
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に
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箒
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ひ
花
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ま
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秀

年
の
市
鈴
つ
く
鍵
の
落
し
物

な
つ
き

タ
ン
カ
ー
の
動
く
と
も
な
く
沖
春
凪

よ
う
子

炊
き
込
ん
で
家
族
を
待
て
る
お
で
ん
鍋

わ
か
ば

頬
か
む
り
解
き
て
漁
村
の
喫
茶
店

う
つ
ぎ

迫
り
だ
し
て
水
漬
く
ば
か
り
や
照
紅
葉

む

べ

落
葉
焚
き
今
が
佳
境
と
手
招
き
す

小

袖

通
夜
の
客
窓
開
け
て
見
る
冬
の
虹

な
つ
き

と
見
る
間
に
芝
生
白
変
あ
ら
れ
降
る

こ
す
も
す

子
ら
に
聞
く
大
い
な
る
夢
暖
炉
燃
ゆ

う
つ
ぎ

毎
週
句
会
秀
句
・
み
の
る
選
・
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
二
日
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